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SPring-8は「特定放射光施設の共用の促進に関す
る法律（平成6年10月施行）」によって規定された共
同利用施設で、この法律に基づいて「放射光利用研
究促進機構」に指定されたJASRIは、SPring-8の共
同利用を円滑に進め、優れた成果が上がるように努
める義務がある。とくに先端的な実験施設である
SPring-8で、実際の研究に使用されるビームライン
や実験ステーションの実体が利用者によく理解さ
れ、その能力いっぱいの使い方をされることが大事
で、ユーザーの希望に添った改良や高度化が普段に
なされることが必要である。利用者懇談会とJASRI
が共催するSPring-8シンポジウムは、このような情
報・意見の交換で重要な役割を果たすであろう。
SPring-8シンポジウムの第1回は平成10年3月に開

かれた。第2回は去る12月2、3日に行われ、主に施
設全体と光源、ビームライン及び実験ステーション
に関する現状と共同利用状況、ビームライン建設計
画などが報告された。実験研究の内容は主に1月に
開催される放射光学会・合同シンポジウムで発表さ
れることになっている。
施設全体の現状を簡単に報告すると、平成9年10

月以来SPring-8は順調に稼動しており、既に16本の
ビームライン（共同利用ビームライン10、原研及び
理研ビームライン各2、R&Dビームライン、兵庫県
ビームライン）で実験が行われている。さらに夏期
シャットダウン以後に3本のビームラインを立ち上
げ調整中で、このほか新しいビームラインの建設も
順調に進められている。これらは正規の年次予算だ
けでなく補正予算によって建設を認められたもの
で、このうち共同利用ビームラインについて言えば
既に20本までが建設作業に入っており、ここ1、2年
内に全て稼動する予定である。
共同利用ビームライン及び原研、理研、R&Dビ

ームラインを用いた共同利用実験は既に第3期に入
っているが、研究課題申込数は期ごとに増加してお

り平均採択率は7割弱である。平成9年10月から平成
10年7月初めまでのマシン運転時間は3,600時間に達
し、そのうち約2,500時間がユーザーに提供された
ビームタイムである。この間マシンあるいはビーム
ラインのトラブルで生じたビームロス時間は4％弱
で、SPring-8が全体として非常に順調に稼動してい
ることが分かる。これまでの利用状況については当
日詳細な報告がなされた。
過去1年間の共同利用運営を通していくつかの問

題点が生じてきた。当初なるべく多くの実験を最初
から行うために多くのビームラインに複数の実験ス
テーションを相乗りさせた。そのため各ステーショ
ンの実験装置は必ずしも当初計画の全てが設置され
てはいない。この点を解決するために、ビームライ
ン高度化として実験装置の増強を年次的に行うこと
にし本年度から予算を計上した。
次に、独断的な言い方をすると、これまで立ち上

がったビームラインでの実験では本来第3世代Ｘ線
光源の持つ特徴を十分に生かし切っていないように
思われる。今後なるべく早い時期に、ビームライン
関連の研究開発グループの結成やビームタイムの運
用の工夫をして、SPring-8の能力を駆使した実験が
行えるようにすべきであろう。また、先端的な実験
機器の開発や研究手法の開拓を行う優れた研究チー
ムを施設者側（JASRI）に作ることが必要で、半ば
専用的に使えるビームラインや研究費を確保するこ
とも強く望まれる。
採択課題に対するビームタイムの配分や専用施

設、原研、理研ビームラインとの相互利用など、採
択された実験課題を効率的にしかもより優れた成果
が得られるように運営する方策の検討も必要であ
る。特定のビームラインを対象にして、これまでと
は異なった試行的な運営を行ってみることも考慮し
ている。
産業基盤技術の開発に貢献することもSPring-8に
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課せられた重要な使命である。産業界には一般的な
共同利用とは異なった利用方式を求める声が多い。
そのため課題採択の仕組みや分析サービスの提供、
産学協力の構築も含めた利用方式を早急に検討する
ことが望ましい。
以上の問題は最終的には諮問委員会の承認を得な

ければならないが、その前にユーザーとの意見交換
が十分に行われることが必要である。
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1997年秋にSPring-8が稼動を始め、それからあま
り間を置かずに前回のシンポジウム（1998年3月）
が開催されました。それは多くのユーザーにとって
はまだ夢を語るシンポジウムであったと思います。
しかし今回のシンポジウムは、聞きしに勝る素晴ら
しいSPring-8の性能を皆が体験してから初めて開催
されたものと言えるでしょう。あるいは、第三世代
放射光の特徴を使いきるのは容易なことではないこ
とをユーザーの多くが実感してからのものとなりま
した。
今回のシンポジウムでは、日々その姿を変える

SPring-8について、「今現在、どのビームライン
（BL）で何ができるか。解決しなければならない課
題は何か。」を主題とすることとしました。どのBL
も始めての技術的課題に直面し、いくつもの問題を
抱えていたり、あるいはその解決を済ませた経験が
あるかと思われますが、その様な情報が広くスタッ

フとユーザーに行き渡ることを念頭においた発表を
お願い致しました。
しかし問題は発表件数の多さと分野の広がりで

す。現在、39ものサブ・グループが活動しています。
そして先行して立ち上がった共用BL以外に多くの
BLが建設されています。この様な状況をたった2日
間の日程で報告するには、もはや口頭発表だけでは
不可能です。そこで今回のシンポジウムでは、ポス
ター発表を主とし、またその内容はよく吟味、選択
されたものとなるように、BL担当者、建設責任者、
サブ・グループ世話人の方々にお願い致しました。
それでもポスター発表は65件もの多数となりまし
た。この様に多数の発表が同時に行われる状況とな
るとアブストラクトが是非とも必要となります。そ
こで要旨も書いていただくこととしました。これら
は、1、2週間の期限でお願いしたので、担当して下
さった方、特にBLごとに取りまとめをして下さっ
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